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1.刀根山校区地域自治協議会「地域づくり活動計画」のねらい 

 

刀根山校区地域自治協議会（以下「自治協」と呼びます）は 2015年 4月 4日に設立されました。設

立の目的（後に全体ビジョンに移行）は今も引き継がれています。 

 

みんなで築こう「ふるさとづくり まちづくり」心豊かなまち！！ 刀根山 

 

以来、今日まで各種団体と密接に連携しながら、「TONEYAMA 夏フェス」（旧「ふるさと刀根山夏ま

つり」）に代表される地域住民の絆や交流を深めるためのイベントの開催、「防災・避難訓練」に代表され

る地域住民のセーフティネットに関わる取り組みの実施、「ふるさと刀根山」の発行に代表される地域情

報の周知、伝達等、地域住民が刀根山校区で、楽しく愛着を持って安全・安心して暮らしていくために必

要な取り組みを展開してきました。 

設立後約 7 年が経過し、この間、地域では幾つかの自治会が解散に至ったほか、各種団体で活躍する

人材の高齢化も進んできました。また、地域に暮らす住民も、地域外からの転入者の増加、世代交代等が

進み、これまで培ってきた地域に根差したコミュニティに陰りが見えていると思われます。 

しかし、地域住民が安心して楽しく暮らしていくためには、地域コミュニティの維持が重要であり、次

代に相応しい新しいスタイルの地域コミュニティの形成、住民相互の理解の醸成に少しずつでも取り組

んでいくことが求められます。 

このような状況にあって、刀根山校区地域自治協議会では、「地域づくり活動計画」を策定し、地域自

治協議会の位置づけを明確にし、各種団体との関係性を見つめ直し、計画的な取り組みの実行等を推進す

ることといたしました。地域ビジョンを受けて、「地域づくり活動計画」は、以下の目標をもとに地域住

民にとって相応しいコミュニティづくり、ふるさとづくりに取り組むための指針となることを期待して

います。 

 

日々の暮らしを豊かにし、安全で安心して住まえる、住民の、住民による、 

住民のための地域コミュニティ“刀根山校区地域自治協議会”の創造 

 

 

◇自治協設立当時のビジョンをあらためて以下に記載いたします。 

 

全体ビジョン みんなで築こう「ふるさとづくり まちづくり」心豊かなまち！！ 刀根

山 

安全 （防犯・防災・交通） 向こう 3 軒両隣、あいさつがこだまするまち！！   

ルールとマナーで明るいまち！！ 

犯罪のない、災害に強いまち！！ 

子育て・子育ち 

 

のびのび楽しく子育て！ 夢と希望を育む！  

笑顔いっぱいあふれるまち！！ 

ねんりん世代 

 

地域のつながり大切に！ いきいき明るく健康に！  

孤立しない・させない長寿のまち！！ 
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ふるさと交流 （世代間交流） 

 

人と人の輪をつなぎ、ずっと住み続けたいまち！！ 

笑顔かがやく健康づくり、友だちづくりのまち！！ 

情報発信 （ＰＲ） 

 

調べよう！伝えよう！みんなの気持ち！思いをのせて！   

情報発信のできるまち！！ 

魅力 （史跡・歴史・文化） 自然と緑豊かな美しいまち！！   

歴史物語のまち！！（能勢街道、刀根山城跡、マチカネワニ） 

 

 

◇「ふるさと刀根山の活性化を考えるアンケート調査」について 

この計画策定にあたり、2021 年 12 月に「ふるさと刀根山の活性化を考えるアンケート調査」を実施

し、住民のみなさんの地域に対する考えを伺いました。（資料 1参照） 

 

イ 居住者の暮らし 

「たいへん住みやすい」、「住みやすい」 が７５％ 。その理由（複数回答）としては、 「安

全安心して暮ら せる」６５％、 「自然環境が良い」５０％、 「長年住み続けている」４３％

でした。 地域への“愛着がある”と いうことでしょうか？！  「教育・子育て環境 が良い」

も２７％でした。 

「住みにくい方」にとっては、 「買い物が不便」７５％、 「行政の支援が少ない」 ３８％、 

「医療環境が良くない」「近 所づきあいが希薄」が３０ ％、 「生活費が高い」２５％でした 。  

 

ロ 日常生活の不安 

「不安なこと」としては、 「急病などの緊急時」４０ ％、 「一人暮らしになること」 「家

族のこと」２５％強。これらはコミュニ ティの課題に繋がる部分かと思われます。 

図は＜ＡＩテキストマイニング＞出現頻度が高い単語を複数選び出し、その値に応じた大き

さで図示しています。青色が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表しています。 
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ハ 地域活動との関わり 

「地域の活動、行事に参加したことがある」人は、 「祭り、イベント等」、 「防災活動」

が２６％。「参加したことがない」４０％で、その理由は 「忙しい」４０％、 「知らなかっ

た」３０％でした。 

交流活動は 「積極的に行うべき」「やや そう思う」が７０％弱で、 コミュニティ活動の必

要性は多くの方が感じておられます。 

４０代以下の層では夏まつり、キャンドルナイトなどのイベントへの参加指向が強く、５０

代以上では防災・避難訓練等の生活の安全安心に関わる活動への指向が高いと感じられます。 

「地域自治協議会（自治協）」につい ては、「知らない」が５６％で、活動の中身も含めて特

に地域活動に関わっていない普通の住民の方々に情報が届いていないということから、普及啓

発の不断の努力が必要と感じられます！  

自治協ができたことによって「行事への参加機会が増えた」「交流の機会が増えた」が１０％

強で、自治協の存在価値を高める取り組みにより、さらに活発な参加が期待できるかと思いま

す。 

 

二 今回のアンケート調査 

配布 6，820通、回収 414通（内郵送・ポスティング回答 318、web回答 96） 回収率

６％。 

回答者のうち、自治会加入者は５２％でした。性別では 女性 60％、男性 35％。 

年代別では６０代以上が６７％。所帯人数は 1 人・２人世帯が６２％となっていました。 

  

◇ 構成団体の活動について 

2022年に構成団体の活動についてのヒアリングを実施しました。（資料 2・3参照） 

 

【刀根山校区地域自治協議会構成団体が担う主な住民サービス】 

防災防犯、社会教育、子ども教育、福祉、健康、環境保全、交流親睦、地域振興、人づくり、広報 

団

体 

自治会 

連合会 

公民 

分館 

福祉 

委員会 

防犯 赤十字 ＰＴＡ 民生 

児童 

青少年健 

全育成会 

おや 

じ会 

共同 

募金 

若水会 自治協 

活

動 

分

野 

防災防犯 社会 

教育 

福祉 防災 

防犯 

防災 防災防犯 福祉 防災防犯 教育 福祉 福祉 広報 

福祉 健康 福祉 教育､子育 子育 教育､子育 交流 

親睦 

 健康 防災 

防犯 健康 教養   健康 健康  健康  交流 

親睦 環境保全    環境保全  交流親睦   教育 

交流親睦 健康 

増進 

   交流親睦  人づくり    交流 

親睦 地域振興    人づくり      

広報     広報      人づく

り 

ﾒ 

ｲ 

ﾝ 

全般 社会 

教育 

福祉 防犯 福祉 教育 福祉 人づくり 交流 福祉 交流 地域全

体に係

る広報

や交流

親睦及

び広報

等 
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２.刀根山校区地域自治協議会が考えること、今後取り組むこととその展望 

◇刀根山校区のコミュニティ活動の当面の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇刀根山校区地域自治協議会活動の展望 

 ＜地域自治活動における刀根山校区地域自治協議会＞ 
①自治協は、その構成団体の活動の維持や充実のための支援を積極的に行うことを基本とする。 

②自治協構成団体と自治協の部会は住民が安全・安心で楽しく暮らせるための地域活動を行う。 

③地域活動により住民の地域への愛着を促す。 

④自治協は、住民と地域団体の良い関係の構築を図る。 

 

＜自治協が役割を果たすための指針＞ 
① 地域に住まう住民、自治会等の持つ課題を集約し、地域活動に反映するとともに必要に応  

   じて行政等につなぐ。 

②  安全・安心な地域づくりのために地域住民のセーフティネットである防災と福祉の維持

向上に向けた支援を図る。 

③  楽しく暮らせるための各世代にわたる事業の実施を調整し支援する。 

④  ジェンダーギャップを解消し、女性が活躍できる地域社会づくり、若者が活躍できる地域

社会づくりを先導する。 

⑤  地域及び地域活動状況の変化を集約・把握し、中・長期の事業戦略につなぐ。 

⑥  地域活動の連絡の場として運営委員会を活用して状況の変化への対応を図る。 

  

方針１ 

刀根山校区では、基本的には自治会や公民分館、福祉委員会などの各種団体が、今も尚そ

れぞれの目的を果たすべく機能し、様々な活動を展開しています。 

そこで当面の間は刀根山校区では、住民自治に関する各分野の取り組み、活動について、

これら各種団体によるこれまで通りの地道な取り組みに委ねることとします。 
方針２ 

刀根山校区地域自治協議会としては、 

 

１．各種団体と協働で実施している防災訓練などの地域住民及び地域全体のセーフティー

ネットに係る活動を中心に取り組むこととします。 

 

２．各種団体が主体となっている活動の内、特に子育て世代などを対象とした地域全体に

関係するまつりやイベントなど、地区内の交流親睦を主な目的とする分野横断的な取り

組みを中心に、適切な役割分担のもと取り組むこととします。 

 

３．地域内の様々な活動を集約し、一斉に地域に情報発信するための広報ＰＲ（「ふるさ

と刀根山」の継続的な配信など）を中心に取り組むこととします。 

 

４．これまで地域との接点が無かった住民へのサービスやサポートの充実、人と人との新

しい関係づくりに積極的に取り組むこととします。 
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⑦  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自治協は、自治会及び各種団体を補完する組織体として、各主体の取組の支援を中心とする。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自治協は、自治会及び各種団体の役割を徐々に引き継ぎ、住民自治の担い手として成長する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年～１０年後の刀根山校区地域自治協議会の果たすべき役割・機能と目標のあり方】 

刀根山校区では、第３段階に差し掛かるものと想像されます。 

この間、各種団体の状況については、十分に把握してきているはずですから、各種団体が果たすべ

き役割や機能の停滞が見られるようになった場合は、自治協議会が各種団体が担ってきた取り組み

や活動及び事業を引継ぎ、地区全体（総力を挙げて）で活動の維持（取組内容の刷新や多少の変化

はあったとしても）に取り組むこととします。 

【取り組み方針】 

・各種団体の活動状況を具に把握し、住民サービスの低下、住民自治の停滞を招かないために、地域

内の全ての利害関係者が一堂に会する「校区運営委員会」（校区内団体プラットフォーム）の役割

を強化する。⇒各種団体への定期的なヒアリング、状況聞き取り等を通じて、各種団体の住民サ

ービスの点検評価等を行い、早期に支援できるように準備しておく。 

・改めて刀根山校区地域自治協議会としてのビジョン、方向性を明確化し共有する。（第２期地域づ

くり実行計画の策定等） 

・各種団体のみでは実施困難となってきた住民にとって必要な活動、取り組みについては、継続で

きるように引き継ぐ。 

・地区広報紙「ふるさと刀根山」の発行を継続する。 

【１０年後以降の刀根山校区地域自治協議会の果たすべき役割・機能と目標のあり方】 

刀根山校区では、第３から４段階に差し掛かると考えられます。 

この間、各種団体の状況は、かなり変化してきているものと思われ、各種団体が果たすべき役割や

機能の停滞も相当程度が見られるようになると思われます。 

自治協議会は、刀根山校区として必要なきめ細やかな住民サービス、住民自治機能を維持するため

に、地区全体（総力を挙げて）による持続可能な活動体制の確保、サービス内容の不断の見直し、

充実に取り組むこととします。 

【取り組み方針】 

・住民にとって必要な活動、取り組みについては、内容の見直し、充実等に努め、暮らしやすい魅力

ある刀根山校区の維持、存続に主体的に取り組む。 

・地域内の各種団体、組織体制の見直し、地域自治協議会の役割の刷新、部会等の編成の見直しに取

り組む。（各種団体の体制変更等と連動して） 

・地区広報紙「ふるさと刀根山」の発行を継続する。 

【当面（５年以内程度）の刀根山校区地域自治協議会の果たすべき役割・機能と目標のあり方】 

刀根山校区では、この基本方針に示されている地域自治組織（住民自治）の段階としては、「市コミ

ュニティ基本方針」の第２段階に該当すると考えられます。 

このため、未だ各種団体が十分に機能している現段階にあっては、住民自治に関する各分野の取り

組み、活動は、しばらくは各種団体の地道な取り組みに委ね、自治協議会では、地区内の分野横断

的な取り組みと、地区全体を集約した広報ＰＲなどに特化して取り組むこととします。 

【取り組み方針】 

・各種団体の活動状況を逐次把握し、情報収集及び把握を怠らない。可能な限り、各種団体の会合等

に参加し、状況を積極的に把握する。⇒・地区広報紙「ふるさと刀根山」の掲載情報の把握、原稿

作成及び発行を継続する。 

・各種団体の取り組みの内、分野横断的に実施するもの（特に、夏フェスやキャンドルナイト等の子

ども関連の事業・おやじの会事業）について、積極的に関与し、事業の継続をサポートする。 

・行政に対しては、地域自治組織や地域コミュニティのあり方について積極的に提言していく。 

３.地域活動の長期的役割・機能 

【自治協 現行規約 第 5条取組】 

（1）地域の課題の把握や情報の発信 （2）地域の課題解決に向けての協議及び事業の実施 

（3）「地域づくり計画」の策定及びそれに基づく事業の実施 （4）その他組織の目的達成のために 

※自治協は、自治会や各種団体に変わる住民自治の主たる担い手としての役割を確立する。 
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【参考－地域コミュニティ、地域自治について（豊中市資料より）】 

―刀根山校区の地域づくりの視点からー 

「豊中市コミュニティ基本方針」（平成 21 年 3月発行）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自治会ガイドブック」（令和 3年 3月発行）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

豊中市では、これまでも、教育や

福祉、防犯などさまざまな分野

で、地域の皆さんによる地道な活

動が展開され、住みよい地域づく

りを支えてきました。こうした

「市民力」、「地域力」をもっと発

揮できる環境を整えることによ

り、地域コミュニティを活性化

し、地域自治を実現することをめ

ざしています。 

（豊中市ホームページ「地域の自

治・コミュニティ」より引用） 

地域では、おおむね小学

校区を範囲に、住民や地

域団体が知恵や力を持

ち寄って課題を解決し

ていく寄り合いの仕組

みをつくり、地域全体で

取り組む必要のある課

題や各種団体に共通す

る課題に対応できるよ

うにします。 

（豊中市ホームページ

「地域の自治・コミュニ

ティ」より引用） 
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「豊中市コミュニティ基本方針」（平成 21 年 3月発行）より 
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資料１ 「ふるさと刀根山の活性化を考えるアンケート調査」（2021.12）結果の概要 
 

アンケート回答者数及び年齢層：４１４名（10 代 1 名、20 代 4 名、30 代６％・23 名、40 代１

５％、50代１３％、60代１８％、70代２５％、80代以上１９％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「たいへん住みやすい」、「住みやすい」が７５％ 

その理由としては、「安全安心して暮らせる」が６５％、「自然環境が良い」が５０％、「長年住み続

けている」が４３％、「教育・子育て環境が良い」が２７％となっており、住民にとっては環境の良さ

と、地域に強い“愛着がある”という意識がうかがえます。 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住みにくい方にとっては、「買い物が不便」が７５％、「行政の支援が少ない」が３８％、「医療環境

が良くない」及び「近所づきあいが希薄」が３０％、「生活費が高い」が２５％となっています。 

⇒近所づきあいが希薄や生活費が高いなどは、都市部ならではの悩みと言えます。 

不安なこととしては、「急病などの緊急時」が４０％、「一人暮らしになること」及び「家族のこと」

が２５％強となっています。 

⇒これも近所づきあいが希薄な都市部の悩みであり、コミュニティの課題に繋がる部分と言え

ます。 
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地域の活動、行事に「参加したことがない」が４０％となっています。 

参加したことがある人は、「祭り、イベント等」及び「防災活動」への参加が２６％となっています。 

参加したことが無い人の理由は、「忙しい」が４０％、「知らなかった」が３０％です。 

⇒これはコミュニティによる努力で十分に解決できる課題です。 

交流活動は「積極的に行うべき」「ややそう思う」が７０％弱となっており、住民の多くがコミュニテ

ィ活動の必要性を感じていることがうかがえます。 

⇒あとは普及啓発の問題と捉えることができます。 
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刀根山校区地域自治協議会については、「知らない」という住民が５６％となっています。 

その一方で、組織が設立されて良かったこととしては、「参加機会が増えた」「交流機会が増えた」が１

０％強となっています。 

自治協の課題としては、「参加の呼びかけ方」、「課題解決に繋がる取り組み」が求められています。 

⇒活動の中身も含めて普及啓発の不断の努力が必要であり、今後はより一層の存在価値を高め

る取り組みが重要と捉えることができます。 
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「防災活動」、「あいさつ運動」などは、今まで通りに取り組むべきという意見が多く、地道な地域活動

へのニーズが高いと言えます。 

また、「ふるさととねやま夏まつり」と「広報誌ふるさと刀根山の発行」への活動要望も６０％以上とな

っており、地域における交流、ふれあいを促す活動へのニーズが高い状況です。 

⇒防災活動、あいさつ運動など、地域住民のセーフティーネットに関わる活動は、継続していく

ことが重要です。 

⇒若い人たちにとっては、「ふるさととねやま夏まつり」や「キャンドルナイト」などの大きな

交流イベント的な活動への期待が高く、最低限の継続的な活動と、最低限の大きな“単発”事

業を核として取り組むことが重要と言えます。 

⇒これによって、刀根山校区地域自治協議会の地域コミュニティ組織としての存在価値を高め

ることに繋がるものと考えます。 
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資料２ 「構成団体ヒアリング調査結果」概要 

団体・委員等名称 会の目的 会の対応分野と活動内容 会の実情・課題・展望 地域自治協との関係 

自治会連合会 会員が安全で且つ安心して生活

できる地域づくりを目指すと共に

各自治会及び地域内各種団体と

の連携を深める。 

防災防犯、福祉、健康、環境

保全、交流親睦、地域振興、

広報他 

 

全住民へのケアが重要。 

自治会加入率の低下が懸念。 

自治会によって活動内容の格差は大きい。 

連合会としても担い手が不足。 

自治会廃止エリアのコミュニティ維持が課題。 

各種活動への補助金の受け皿。 

刀根山公民分館 地域の住民の友好を深め、これを

基盤として社会教育を実施し、地

域内各種団体との連絡調整を図

り、地域住民の連帯意識及び教

養の向上と健康の増進を図る 

社会教育、教養、健康増進

他 

 

市民体育祭、とねやまフェス

タ他 

若い世代の参加が少ない。 

活動内容の見直しや刷新は必要。 

住民への活動周知、ＰＲが課題。 

広報の連携のみ。 

福祉委員会 各種関係団体と連絡調整を図り、

その協力活動によって地区住民

の福祉の推進に寄与する 

福祉、健康他 

 

ヨガ教室、なかよしクラブ、体

力測定、ふれあいサロン他 

現在の活動、事業で手一杯。 

住民ニーズに応える事業の企画が必要。 

ウィズコロナの新しいスタイルの創出が課題。 

長年関わるベテラン中心で、世代交代が課

題。 

会の活動が中心。 

関係性は薄い。 

防犯刀根山支部 豊中防犯協議会の議決した防犯

に関する諸施策を本支部内の各

自治会と連携を図り、犯罪のない

明るい町づくりを実現する 

防災防犯他 

 

地域巡視（自治会連合会共

催）、見守り、子ども 110番

他 

自治会廃止エリアでの担い手人材発掘。 

各自治会より推薦を受けたメンバーで構成。 

センター長は自治会長、役員のあり方は課

題。 

防災部会への参画。 

赤十字奉仕団 赤十字の博愛人道の精神に基づ

き、明るく住み良い地域社会をつ

くるために必要な事業に協力、奉

仕する 

福祉、健康他 

 

献血奉仕、日赤啓発活動他 

役員は多くが 60代以上。 

若い世代が役員を引き継ぐのが理想。 

リタイヤした看護師等の担い手確保が課題。 

現時点では関係性は薄い。 
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刀根山小学校 

ＰＴＡ 

 防災防犯、教育、子育て、健

康、環境保全、交流親睦、人

づくり、広報他 

 

ＰＴＡ大会等会議への出席、

学校行事への支援、とねや

まカーニバル、子ども教室他 

年間事業活動が多く、保護者の積極的な参加

が得られにくい。負担感の軽減が大きな課

題。 

気軽に参加できる雰囲気、体制づくり、関係づ

くりが重要。 

保護者への理解を促すことが大きな課題。 

子どもに関連する活動の連携の

み。 

民生・児童委員 社会奉仕の精神をもって、住民の

立場に立って支援等を行うことに

より、誰もが安心して暮らすことの

できる地域社会づくりをめざす 

福祉、子育て 

 

 

メンバーは充足（石橋麻田地区のみ欠員）。 

60代以上が多いが、40代等の世代も参加。 

昼間の活動が多く、現役世代の参画が難し

い。 

近年、個人情報保護の観点で責任が重い。 

現時点では関係性は薄い。 

青少年健全育成会 自主的に非行防止などの活動を

推進し、青少年の健全育成に寄

与 

防災防犯、教育、子育て、健

康、交流親睦、人づくり他 

 

カーニバル、ラジオ体操他 

委員は 60名以上、活動実態は役員等のみ。 

活動を維持したいが、限られた人材で負担

大。 

活動メンバーの新たな確保、参加したくなる楽

しい仕掛けづくりなど、抜本的な変革が必要。 

緊急時の連絡体制の強化は課題。 

活動の関係性が不明確。 

事業、地域団体の整理、体制の

刷新が必要。 

とねやまオヤジの

会 

子どもたちの笑顔の為に 教育、子育て、交流親睦他 

 

夏フェス、校庭キャンプ、キャ

ンドルナイト他 

活動メンバーは 15名程度、有志で構成。 

小学生を持つ父親、30～40代が中心。 

コロナ禍で中止の各種事業の再開が急務。 

ＯＢ等担い手、協力メンバー確保が課題。 

各種団体等との連携強化も大きな課題。 

活動への積極的な支援協力（子

ども部会、夏まつり部会）。 

 

共同募金会  福祉他 

 

募金活動他 

自治会を通してのみ実施。 

実態は連合自治会活動の一つ。 

自治会未加入世帯と接点が無いため、自治

会が無いエリアでの募金活動のあり方が課

題。 

現時点では関係性は薄い。 

若水会 高齢者自らの健康づくり、仲間づ

くり、地域社会への奉仕活動など

の社会参加を通じて生きがいの

福祉、健康、交流親睦他 

 

グラウンドゴルフ、ウォーキン

メンバー90名以上。7割が女性。 

老人クラブ連合会の刀根山地域組織。 

第1から第3まで（今後一つにまとめる必要。） 

財源もあり、当面独立した組織として活動。 

現時点では関係性は薄い。 
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ある日常生活を送る 

老人クラブ連合会の刀根山地域

組織（所謂、老人会） 

グ、カラオケ大会、誕生日会

他 

新規参加者への門戸開放、退会自由度の拡

大、ニーズのある活動内容への見直し等が課

題。 

刀根山校区地域自

治協議会 

地域住民が対等な関係で交流を

図りながら、子どもや高齢者など

地域住民が安全安心に暮らして

いけるよう、さまざまな課題につい

て話し合い、解決に向けた取り組

みを進め、“みんなで築こう「ふる

さとづくり まちづくり」心豊かなま

ち!! 刀根山”の実現をめざす 

防災防犯、教育、子育て、交

流親睦、人づくり、広報他 

規約に取組が記載。具体性に欠け、活動の位

置づけが不明確。地域自治協が中心となる事

業分野も不明確。 

自治協の活動への住民の理解が乏しい。 

役員、部会長は、構成団体の役員が多く、役

の重複で負担が大きい。 

会の存在価値の向上や独自の人材確保が今

後の課題。 

構成団体への事業支援（補助金

の受け皿） 

広報関連の支援（「ふるさと刀根

山」による周知、ＰＲ） 

 

 

 


